
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 庁費 0.3 0.2

翌年度へ繰越し（D) ▲ 351 - - -

1,247

1

0.7

重要政策推進枠　1百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

・日本全国に散在するバイオリソースを大学等の中核的拠点へ集約し、効率的なアクセスを可能にするとともに、厳格な品質管理のもと、取り違えや微生物汚染のない、実験の再
現性を確保した世界最高水準のバイオリソースを研究機関に提供する。また、時代の要請に応えたバイオリソースの整備を行うため、保存技術等の開発、ゲノム等解析によりバイ
オリソースの高付加価値化を図っている。（①中核的拠点整備プログラム）
・あわせて、バイオリソースの所在情報や上記のゲノム情報等を提供する情報センター機能を設けている（②情報センター整備プログラム）。①、②の 両プログラムで連携を図りつ
つ、リソースの利活用を促進している。

実施方法 直接実施、委託・請負、補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 2,244 1,582 1,231

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

2,244 1,582 1,231 1,285 1,286

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 1,316 1,231 1,231 1,285 1,286

- 351 -

国内の研究機関等が実施する、バイオリソースの体系的な収集・保存・提供等の体制整備について、当該経費の補助を行うもの【補助率：定額】

令和4年度
事業終了

（予定）年度
令和8年度 担当課室

- -

補正予算（B) 1,279 - -

-

-

2023 文科 22 0304

文部科学省

政策 9　未来社会に向けた価値創出の取組と経済・社会的課題への対応

事業の目的
（5行程度以内）

国が戦略的に整備することが重要なバイオリソース（※）について、体系的な収集・保存・提供等の体制を整備し、質の高いバイオリソースを大学・研究機関等に提供することによ
り、我が国のライフサイエンス研究の発展に貢献することを目的とする。（※研究開発の材料としての動物・植物・微生物の系統・集団・組織・細胞・遺伝子材料等及びそれらの情
報）

ライフサイエンス課
ライフサイエンス課長
釜井　宏行

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

健康・医療戦略推進法
国立研究開発法人日本医療研究開発機構法

関係する
計画、通知等

「第６期科学技術・イノベーション基本計画」（令和3年3月26日閣議決
定）、「統合イノベーション戦略2022」（令和4年6月3日閣議決定）、「バ
イオ戦略フォローアップ」（令和3年6月11日統合イノベーション戦略推
進会議決定）、「生物多様性国家戦略2023-2030」（令和5年3月31日閣
議決定）等

事業名 ナショナルバイオリソースプロジェクト 担当部局庁 研究振興局 作成責任者

事業開始年度

施策 9-3 健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-
000019646_9-3.pdf

(目)

事業概要URL https://nbrp.jp/

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 1,285

1,248

100%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 100% 100%

研究開発推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
86%

主な増減理由（・要望額・予備費）

129%

令和6年度要求

(目)

(目)

35

　

　

　

(目)

1 1

1

35

研究開発施設共用等促進費補助金

科学技術試験研究委託費

職員旅費

委員等旅費

その他

1,286

・我が国のライフサイエンス研究の発展のためには、その基礎・基盤となるバイオリソースを収集・保存・提供する体制を整備することが必要。
・収集したリソースは、一度途絶えると二度と復元することができないため、確実に維持することが求められている。
・さらに、「統合イノベーション戦略2022」（令和4年6月3日閣議決定）において、 「我が国のライフサイエンス研究の発展のため、生物遺伝資源の利活用促進に向けた付加価値向
上や保存技術等の開発を含めた戦略的・体系的な整備を推進」と記載されたことを踏まえて、全てのリソース機関で、利用者が求める遺伝子情報等の付加（ゲノム情報等整備）や
リソースの凍結保存方法などの技術開発（基盤技術整備）を実施し、リソースを高付加価値・高品質化することで、更なるリソースの利活用を目指すことが必要。

令和6年度要求

-

-

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和〇年度実施)

-
点検結果

本事業は、プログラムディレクター（PD）、プログラムオフィサー（PO）や課題評価委員会が
各リソース機関に指導・助言等を行うことにより、アウトカムにおいて目標を概ね達成してお
り、我が国のライフサイエンス研究の発展にに寄与していると考えられる。また、書面及び現
地調査により、予算が必要な経費に限定して使用されていることを確認している。									

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

3028 28

成果実績

-

目標値 件 426,982

137.4 -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

30

事業成果の初期段階としては、中核拠点や情報センターの収集・保存・提供体制等を整備することにより、日本全国に散在するバイオリソースが集約されること
で、保存数が増加すると考えられることから、各中核拠点の実験動植物等の保存数（系統数等）の合計値を短期アウトカムとして設定した。

-

我が国のライフサイエンス研究の発展のため、バイオリソースの付加価値を向上して利活用を促進するとともに、引き続き、効率的かつ効果的な予算執行を行って
いく。

-％

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

28

-

-

-

事業成果の長期段階としては、中核拠点から提供された質の高いバイオリソースが大学・研究機関等で活用されることで、我が国のライフサイエンス研究の発展
に貢献すると考えられることから、その活用成果として、大学・研究機関等が、中核拠点から提供された実験動植物等を利用した成果として発表した論文数を長期
アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

【出典】文部科学省調べ。
令和４年度の実績値については集計中であり、令和５年度末までに確定の見込みである。
令和５年５月時点で、第４期NBRP（平成２９年度～令和３年度）最終年度までのデータとなるため、目標値は第３期の平均値とした。

令和2年度 令和3年度

97.8

- 年度

大学・研究機関等が、中核拠点から提
供された実験動植物等を利用した成果
として発表した論文数が前年度と同程
度であること。

大学・研究機関等が、中核拠
点から提供された実験動植物
等を利用した成果として発表
した論文数 達成度

単位 令和2年度

108

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

中核拠点や情報センターの整備
中核拠点や情報センターの整
備件数

活動実績

年度

426,982 426,982

定量的な成果指標 単位

件 28

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

30 30

30

活動目標 活動指標

27

達成度 ％

各中核拠点の実験動植物等の保存数
（系統数等）の合計値が第３期NBRP
（平成２４年度～平成２８年度）の平均
値を上回っていること。

各中核拠点における実験用
動植物等（系統数等）の保存
数の合計値

成果実績 件 560,602 586,659

131.3

改善の
方向性

事業所管部局による点検・改善

大学、研究機関等を対象に実施機関（中核拠点）を公募により選定し、ライフサイエンス研究の基盤や支える実験用動物・植物・微生物等（バイオリソース）の収
集・保存・提供を行うとともに、バイオリソースの付加価値向上を目指したゲノム情報等の解析や保存技術等の開発を行う。また、バイオリソースの所在情報等を提
供する情報センター機能を強化する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

【出典】NBRPリソースを使用して行われた研究の成果論文データベース（RRC：https://rrc.nbrp.jp/）より算出した。
各年度の実績値については、行政事業レビューシート作成当時の集計値であって、集計後に提供先から発表された論文が報告されることがあるため、過去の値も
含め増加する場合がある。また、令和４年度の実績値については集計中であり、令和６年４月～５月頃確定の見込みである。

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 1,021 999 -

目標値 件 945 1,021 999



-

この事業は一者応札の改善について改善に向けた対策を講じているものの、依然として一者応札となったものがあることから、説明会参加業者等への聴取や仕様
の見直しなど実効性のある対策について検討が必要である。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0271

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0243

-

-

令和2年度 文部科学省 0244

0267

令和4年度 2022 文科 21

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 244

平成29年度 252

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

入札説明会の参加及び応札者が一者のみであったことを受け、公告期間の見直しを行った。
加えて、本事業への参入が可能と思われる機関に対し、不参入の理由に関するアンケートを新たに実施し、それを踏まえ、仕様書等の見直しに向けた課題点を把
握した

事業内容の一部改善

執行等改善

新27-0025

平成30年度 249

平成23年度 -

平成26年度 26-214、26-215、26-216 26-224 26-229 26-230

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

計 10 計 10

補助金 医療分野の研究開発 10 物品費 備品の購入費用 10

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

86 業務実施費 消耗品購入費用、会議開催経費等

旅費 国内旅費 7

業務遂行のために必要な経費 2

管理経費 事業の管理業務に必要な経費 24

C. D.

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

物品費 備品、消耗品等の購入費用 31 一般管理費

計 265 計 35

13

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費・謝金 研究者及び研究補助者の人件費・謝金等 117 人件費 業務担当職員、補助者の人件費 20

その他 外注費（データベース維持管理等）等

文部科学省

1,231百万円

ナショナルバイオリソースプロジェクトについては、中核拠点を公募により選定し、実験用動物・植物・微生物等

（バイオリソース）の収集・保存・提供を行うとともに、ゲノム情報等の解析や保存技術等の開発を行う。また、バ

イオリソースの所在情報等を提供する情報センター機能を強化する。

A. 大学・国立研究開発法人等（全38機関）

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構等

： 1,192百万円

B. 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構

： 35百万円

中核拠点整備やバイオリソースの系統・特性情報、ゲノム

配列等の整備、保存や品質管理の技術開発、バイオリ

ソースの所在情報や遺伝情報のデータベースの構築を実

施。

ナショナルバイオリソースプロジェクトの審査・

評価・課題管理・調査分析に係る支援業務を実

施。

※令和４年度実績

諸謝金            0百万円

職員旅費        1百万円

委員等旅費   2百万円

【公募・補助金交付】 委託【一般競争契約（総合評価）】

文部科学省

10百万円

C.国立研究開発法人日本医療研究開発機

構： 10百万円

D. 国立大学法人長崎大学

10百万円

【公募・補助金交付】

ヒト病原ウイルスの

リソース拠点の整備

ナショナルバイオリソースプロジェクト

（中核的拠点整備プログラム）



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

- - -1 国立大学法人長崎大学 3310005001777
ヒト病原ウイルスのリソース拠
点の整備

10 補助金等交付

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
国立研究開発法人日本医療
研究開発機構

9010005023796 医療分野の研究開発 10 補助金等交付 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
大学共同利用機関法人情報・
システム研究機構

1012805001385
ナショナルバイオリソースプロ
ジェクトに係る調査・分析業務

35
一般競争契約
（総合評価）

1 99％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- - -10
国立大学法人京都工芸繊維
大学

2130005005533
ショウジョウバエ遺伝資源の収集維
持管理及び提供と戦略的高度化

36 補助金等交付

-

9
国立研究開発法人理化学研
究所

1030005007111
ゼブラフィッシュの収集・保存および
提供、他５件

37 補助金等交付 - - -

- -

8
公益財団法人神戸医療産業
都市推進機構

5140005020322 加齢マウス供給事業 40 補助金等交付 - -

- - -

7 学校法人東京女子醫科大学 5011105000937
遺伝子機能解析用線虫ストレインの
収集・保存・提供

43 補助金等交付 -

6 国立大学法人筑波大学 5050005005266
基幹的トマトバイオリソース整備、他
２件

45 補助金等交付

-

5 国立大学法人東京大学 5010005007398
ラットリソースの収集・保存・提供、他
３件

46 補助金等交付 - - -

- -

4 国立大学法人九州大学 3290005003743
カイコバイオリソースの収集・保存・提
供、他４件

56 補助金等交付 - -

- - -

3
大学共同利用機関法人自然
科学研究機構

5012405001823
ライフサイエンス研究用ニホンザル
の飼育・繁殖・提供、他３件

116 補助金等交付 -

2 国立大学法人京都大学 3130005005532
ライフサイエンス研究用ニホンザル
の飼育・繁殖・提供、他４件

204 補助金等交付

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
大学共同利用機関法人情報・
システム研究機構

1012805001385
情報発信体制の整備とプロジェクト
の総合的推進、他５件

265 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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